
 

 
 

組織改編１年を経て 
所長   安田 直人 

 

３月に入り、各地から卒業式の話題が聞かれる時期になりました。本市においても、先週３月１１日は中学校・

義務教育学校で、今週末１８日は小学校で卒業式が挙行され、来週２４日の修了式で本年度の教育活動が締めく

くられます。各学校におかれましては、本年度もコロナ禍による様々な制限を余儀なくされる状況の中、最小リ

スク・最大効果を基本として創意工夫しながら教育活動を展開されたことと思います。 

年度初めに策定された学校教育目標、学年・学級経営目標、教科経営目標、分掌目標等の達成度合はいかがだ

ったでしょうか。本センターにおいても、今年度事業の総括と次年度の方針について、外部有識者や専門家、県

教委、小・中学校長会代表、PTA 連合会長等による審議を終えたところです。 

さて、組織改編により研修企画係・児童生徒支援係の２つをセンターに統合して１年が経ちますが、それぞれ

の所管業務について感じたことを書いてみようと思います。まず、研修についてですが、「教師力アップ」「学校

力アップ」につながるかどうかのカギの１つは「My アイデアシート」の活用にあるようです。研修内容を受講

者自身にとどめることなく、分掌内や職員会議等で共有し、自校の取組に取り入れる等の形で還元し、学校全体

が活性化した事例がありました。中には、研修資料を用いて校内で自主研修会を開いたり、「My アイデアシート」

を復命の際のツールとして活用したりするなど、受講者自身や校内職員の資質・能力向上につなげた学校もあり

ました。 

 次に生徒指導では、問題解決の分岐ポイントは「組織対応」「初期対応」にありそうです。早期解決を図ったり

深刻化を回避したりしている学校では、報告・連絡・相談が日常的に行われており、情報が一教員や学年レベル

等でとどまることなく迅速に伝達され、最善の方針や方策が組織決定されています。また、いじめが生じた際に

は、いじめを受けた児童生徒の心情に寄り添った対応をすることはもちろん、いじめを行った児童生徒に対して

も指導のチャンスと捉え、継続的・段階的に支援を行ったり、外部専門機関との連携を図ったりする等の対応を

適切にしています。さらに、問題を個人や一学級のこととせず全体（集団）の問題として捉え、自治的集団の醸

成に生かす指導につなげる志向があるようです。 

 ところで、危機管理の考え方の１つ「スイスチーズモデル」をご存知

でしょうか。事故が発生するのは、「何枚かの重ねた薄切りチーズの１

枚１枚の穴が貫通してしまい、穴を通して向こうが見える状態になった

時である」と、発生メカニズムを説明するものです。穴（ミス・瑕疵）

は必ずあるものなので、貫通するリスクを最小限にする（可能な限り未

然防止する）ためには、日頃から１枚１枚（人・環境・システム等）に

ある穴を小さくしておいたり、穴が貫通しそうな時（ヒヤリハット事例）

には迅速にスライスの枚数を増やしたりして、穴の貫通を回避する必要がありそうです。 

 このモデルにおいては、本センターの役割は学校と共に、チーズの「枚数増量」や１枚１枚の「厚さアップ」

「穴のサイズダウン」をめざすこと、と言えそうです。新年度も本市学校教育の更なる充実と発展に向けて職員

一同努めて参りますので、今後とも御支援・御協力をいただきますようお願いいたします。 
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毎年実施している教職員研修に係るアンケートの対象を、今年度は全教職員（非常勤講師は除く）に変更し

ました。これにより学校からのご意見をより活かし、学校への支援につながる教職員研修の企画・運営につな

げていきたいと考えています。 

アンケート結果から、研修受講者の「教師力アップ」につながった成果の部分と、「学校力アップ」につなげ

ていく部分での課題も明らかになりました。 

 教職員研修アンケートのまとめ  

４段階評価 （ 青：できた 赤：ややできた 黄：あまりできなかった 緑：できなかった ） 

重 点 項 目 具体的な姿 結  果 

Ⅰ 自己有用

感の育成 

１ 児童生徒が豊かなかかわりの中

で自分や周りの人のよさに気づくよ

うな手だてを講じた 

 

２ スクリーニングやアセス、ＱＵ等の

諸検査結果を支援に活かした 

 

 

 

Ⅰでは、全体の肯定的評価は目標値を越えています。「できた」と回答する割合は、特に経験年数６年目以降

で向上していました。学級担任として児童生徒のかかわりを意識した学級づくり、話し合い活動の有用性を感

じ、まさに実践していくキャリアステージとなり意識が高まっていくためと考えられます。今後は、「できた」

と回答する割合を高められるよう教職員研修を通して支援していきたいと考えています。 

Ⅱ 学力向上 

１ 学習意欲を高めるために、前時の

振り返りから児童生徒と共に具体

的なめあてづくりを行った 

 

２ 学習内容の定着を図るための時

間を、毎時間設定していた 

 

 

 研修企画係 

令和３年１２月に実施した中堅教諭等資質向上研修④・６年目研修③をもって、中核市として４年目の

教職員研修を終了しました。 

昨年度から続くコロナ禍のため、やむを得ず中止した研修もありましたが、ほぼすべての研修を実施す

ることができました。Ｗｅｂ会議による遠隔研修を中心に研修形態を工夫し、皆様の御理解と御協力のお

かげで、無事実施することができました。感謝申し上げます。 

令和３年度の研修の重点は、中堅教諭等資質向上研修及び６年目研修を中心として、鳥取市全教職員が

「魅力」と「徹底」による学力向上、豊かなかかわりによる自己有用感の育成、一人一人の教育的ニーズに

対応した教育にベクトルをそろえたことと、ＧＩＧＡスクール構想に対応して、日々の学習場面で児童生

徒がＩＣＴを効果的に活用しながら主体的・対話的で深い学びが実現できるようにしたことです。 

今後の教職員研修も、一人一人の教育的ニーズに対応した教育を基盤にしつつ、「魅力」と「徹底」によ

る学力の向上、豊かなかかわりによる自己有用感の育成を見据えた研修を実施していきます。また、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けて、１人１台端末の効果的な活用等、授業力を高める研修を行い、Ｍｙ

アイデアを活かし、ベクトルをそろえた実践で教師力アップ！学校力アップ！をめざします。来年度もど

うぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 標 値

６％ 



Ⅱ－１・２は、目標値には達していますが、学力向上につながる授業づくりに向けて「できた」と回答した

割合は全教職員の２割程度でした。今後は、「できた」と回答する割合を高められるよう教職員研修を通して支

援していきたいと考えています。 

 

   

Ⅱ－３は、肯定的評価が高く、ＩＣＴを活用する授業が行えるよう、各学校において積極的に研修に取り組

んでいることが分かります。一方、Ⅱ－４で、授業でのＩＣＴの活用については、目標値を下回っており、実

践へのつながりに課題が見られました。来年度は、授業の中でＩＣＴを積極的に活用できるよう教職員研修を

通してよりいっそう支援していきたいと考えます。 

 

「Ｍｙアイデア」の案を話し合ったと肯定的に回答した教員のうち７９％は、Ⅲ－３でプロジェクトチーム・

学年会・職員会議等に提案したと回答しています。「Ｍｙアイデア」を実現するためには、案を話し合うところ

からスタートする必要があります。ところが、受講者の約８割が、「Ｍｙアイデアシート」をもとにした話し合

いが実施できていないと回答しています。これは、活用方法の周知徹底の不足や、学校現場の多忙化などが考

えられます。来年度に向けて「Ｍｙアイデアシート」を活用できる取組を行っていきたいと考えます。また、

各設問で「できた」と答えられる割合が高まるように研修を通じて「教師力アップ！」「学校力アップ！」につ

なげていきたいと思います。 

 

＜「Ｍｙアイデア」からの実践例＞ 

～ Ⅲ－４ どのような取組を実現し、どのような成果が見られたか顕著なものがあればお答えください（自由記述）より ～ 

 〈実践〉 

 

 

「Ｍｙアイデア」から実現した取組です。鳥取市中堅教諭等資質向上研

修をきっかけとして、管理職のバックアップもあり実現しました。中堅教

諭自身の「マネジメント力」と「リーダーシップ」を発揮する場として、

若手を育成、支援する有志で、メンターチームによるОＪＴを実施したも

のです。水曜日の職員会議等の後に「学級づくり」や「生徒指導」等、様々

なテーマに沿って話し合う取組を継続したことで、職員室内でも若手が相

談できる姿が、以前にも増して見られるようになりました。 

鳥取市教職員研修を有効に活用した中堅教諭等のリーダー育成をきっ

かけとして、初任者育成及び若手育成とともに教職員がともに成長し、学

び続けようとする意識を高めた実践例です。 

重 点 項 目 具体的な姿 結  果 

Ⅱ ＩＣＴ活用 

３ ＩＣＴを活用する授業が行えるよう

に研修（校内も含む）を受けた 

 

 

 

４ 児童生徒が 1 日に 1 回以上ＩＣＴを

活用している授業を行った 

 

 

 

Ⅲ Ｍｙアイデ

アの活用 

 
※研修受講者のみ

回答 

１ Ｍｙアイデアシートの案を数人で話

し合った 

 

３ Ｍｙアイデアシートを使ってプロジェ

クトチーム・学年会・職員会議等に

提案した 

 

 

 

「新卒３年目前後の若手教員と中堅教諭を交えて普段の学級経営のあり方について懇談し、協

働して課題解決に取り組んだ。」 

 

職員室で先輩教員に相談する初任者 



 

下の表は令和３年度１月末までの鳥取市小・中・義務教育学校の不登校児童生徒数の集計です。令和２

年度末の不登校児童生徒の出現率は小学校 1.28％、中学校 4.26％でしたので、今年度も増加傾向となりま

した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒支援係 

 

 不登校児童生徒の出現率が上がり続けることが懸念されます。不登校またはその傾向になっている背景や困

り感等は個によって異なり、対応も様々です。ただ、対応で共通して大切なことは、学校はもちろん関係機関

等も含め、関わっている人がいるということです。時間がかかるケースもありますが、このことが学校復帰や

社会的自立へのきっかけになります。今後も児童生徒を軸にした適切な支援策の構築をお願いします。 

令和３年度 鳥取市の不登校状況について 

令和３年度１月末現在ですが、今年度の不登校児童

生徒における継続・断続での登校率は小学校 46.6％、

中学校 41.5％でした。年間通しての欠席日数が 30 日

以上であっても、約 40％の不登校児童生徒が学校との

関係が切れずに教室や相談室等で継続・断続的に登校

できていることが分かります。 

不登校児童生徒の多くが学校はもちろん、学校以

外の支援につながっていることが分かります。教職

員の見取りやスクリーニング等のデータをもとに、

不登校の兆候を早期に発見し、児童生徒の背景に応

じた適切な居場所を提供したり、関係機関につなが

る割合が増えています。 

鳥取市の小・中・義務教育学校の各学年の不登校分類児童生徒数・出現率    （令和３年度１月末現在） 

 

 

 

 

※小学校には義務教育学校前期課程、中学校には義務教育学校後期課程を含む 

教職員以外での支援の状況（複数回答可） 不登校児童生徒の変容の状況（令和３年度１月末現在） 

小学校 中学校

Ａ　教室に入り通常の学習ができる 17 16

Ｂ　相談室・保健室登校ができる 6 7

Ｃ　教室に入り通常の学習ができる 22 41

Ｄ　相談室・保健室登校ができる 9 24

Ｅ　教室に入り通常の学習ができる 6 13

Ｆ　相談室・保健室登校ができる 7 19

19 35

48 65

134 220

継続的に登校する

断続的に登校する

登校にチャレンジする

Ｇ　Ａ～Ｆほどではないが、改善が見られる

Ｈ　改善の兆しが見られない

計

小学校 15 26 77 53 15 33 8 2 29 9

中学校 11 42 92 61 47 14 13 2 25 41
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校
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小学校 中学校
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 合計 合計

小学校

2206 3011 31

中学校

37 7019 13470

７～19日 4

30日以上人数

20～29日 33211 2 3

80

3 173 742122356

14 10

1 4

95 5 5

30日以上出現率 0.39% 1.20% 0.70% 1.83% 1.41% 4.74%1.93% 2.32% 4.71% 5.09% 4.41%


